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に始まる「一貫性論争 (consisntencydebate) Jに端を発したものである。 Mischelは、人間行動に





































































































ては、すでに、本稿を含む一連の論文の中で、詳しく述べているので(長谷川芳典、 1992a: 1992b : 

















































→ [ps， Ir] [ap， rf] [ad， dl] 
②下宿のトイレの掃除をする。お金は、もらっていないが、ニオイが消えてすっきりする。







好子 (positivereinforcer， ps)か、嫌子 (negativereinforcer， ng)か。
項目 2.
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